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50年11月5日発信 新田 尚

　いろいろと続いたGARP関係の会議も峠を越し，来

週からのJOc　Working　Group　on　Numerical　Expei－

mentation（第12回　数値実験作業委員会），その翌週の

GARP　Study　Group　Conference　on　the　Four－dimensi－

onal　Data　Assimilation（4次元資料同化研究会議）と，

12月の第2回MONEX専門家会議を残すのみとなり

ました．前二者はパリで，後者はジュネーブでそれぞれ

開催されます．いずれ後信で結果を報告します．しか

し，来年に入ると続々と会議が予定されています．その

中心をなすものは，第1次GARP全地球実験（FGGA）

であることはいうまでもありませんが，それをとりまく

多くのサブ・プログラム　（Sub－programme）の準備も

同時にすすめられています．従って，相互に関連をもた

せながら，多くの会議が予定されるわけです．それらに

ついては後信にゆずります．

　まず整理を兼ねて，現在のGARP傘下の諸計画をま

とめてみましょう．Jocでは，諸計画をいくつかのサ

ブ・プログラムの下に配置しています．即ち，

　（a）熱帯サブ・プログラム　（The　Tropical　Sub－

programme）GATEが中心ですが，その研究対象は，

数10～数100kmの大ぎさの熱帯地方の対流系（又は対

流群）とより大規模な運動との相互作用です．1974年6

月15日から9月23日までの100日間の特別観測資料の処

理及び予備的研究成果が順次まとめられています．

　（b）大気一地・海面相互作用サブ・フ。ログラム（The

Air－SurfaceInteractionSub－programme）大気一海洋間の

境界層を仲介とする各種交換現象が研究対象ですが，日

本が中心になって1974，75年2月に実施されたAMTEX，

イギリスが中心となって77～78年に主実験を予定してい

るJAsIN（Joint　Air－sea　Interaction　Experiment）がこ

れに含まれます．

　（c）極サブ・プロゲラム（The　Polar　Sub－progra－

mme）極の大気を氷圏や海洋を結びつけている小さい

スケールないしメソ・スケールの過程や南北両半球の中

緯度圏とそれぞれ北極及び南極とのエネルギー交換を研

究するのが目的で，1979年のPOLEX（Polor　Experim－

ent）が中心です．
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　（d）放射サブ・フ。ログラム（The　Radiation　Sub－

programme）分子から地球規模までのスケールにわたる

大気中の放射過程の問題を総合に研究しようとする副計

画で，理論と実験の両方から研究がすすめられていま

す．その内，フィールド実験の中心となすものがCAE－

NEX（The　Complete　Atmospheric　Energetics　Experi．

ment）ます．

　（e）モンスーン・サブ・フ。ログラム（The　Monsoon

Sub－programme）アジアを中心とする夏季及び冬季モ

ンスーンの研究副計画です．1973年のISMEX（Indo－

Soviet　Monsoon　Experiment），1977年に予定されてい

るMonsoon－77Experimentンこっづいて，主実験の

MONEX（Monsoon　Experiment）が1979年に実施を予

定されています．大気と海洋の境界層の総合的な研究観

測，ベンガル湾でのモンスーン・ディプレッションの研

究観測，梅雨期の中間規模又び中規模じょう乱の研究観

測，マレーシア・インドネシア地方の冬の豪雨の研究観

測などが予定されています．また，最近，西アフリカの

モンスーンの研究を含めることも提案されています．

　（f）　気候力学サブ・プログラム　（The　Climate

Dynamics　Sub－programme）気候変動に及ぼす，大気及

び海洋中の諸効果や因果関係の研究を中心としていま

す．自然及び人工起源の環境汚染の波及効果も対象とし

ており，このサブ・プログラムはポストFGGEにあた

る1980年代からGARPの中心テーマになるとみられま
す．

　（9）全地球実験計画（The　Global　Experiment）初

めにも述べたように，現在GARPで最も力の注がれて

いる，中心的研究実験計画です，他のサブ・プログラム

は，いわばこの全地球実験計画の傘下にあって，それを

支える形となっています．勿論，各サブ・プログラム

は，観測網や資料処理の面で全地球実験計画の恩恵をう

け，可能な限りそれを利用することになっています．

　（h）GARPに関連した海洋研究のプログラム
GARPに占める海洋研究のウエイトは，最近次第に増

加してぎました．特に気候力学のサブ・プログラムが

形をなすにしたがい，この傾向が一層強まっています．

、天気”22．12．



683

しかし，具体的計画に関しては現在の所，まだ世界中の

海洋学者の意見をきいている段階で，今後にまつ所が多

いようです．

　さて，こうしたGARPの諸計画の中枢神経のような

役割を果しているのが数値実験計画で，（i）観測体系

のシミュレーション実験（Observing　Systems　Simulation

Experiments略してOSSEとよばれているもの），（ii）

観測データの収集・処理・解析，（iii）大気中の物理過

程を理解するための診断的研究，（iv）実験予報や予測

可能性の研究，（v）気候力学での利用，といった方面

で欠かせぬものとなっています．従って，上記サブ・プ

ログラムにも，それぞれに応じた数値実験計画がくりこ

まれています．

　過日のWMO　EC　Inter－govemmental　Panel　on　the

FGGE（第2回WMO執行委員会，FGGE政府間パネ

ル）やJoc（第11回合同GARP組織委員会）では，

以上の諸計画を実施に移す上での具体案がいろいろ論ぜ

られましたが，いずれ「天気」誌上のGARP　Newsで

出席者の報告があるものと思いますので本日は割愛させ

て頂きます．それから，本通信第2号でお知らせしたソ

連のSitnikovは，都合でGARP活動本部に来なくな

りました．

紅葉や黄葉した木々の葉も次第に散り，朝夕うすぐら

い中での出勤退庁となるにつれて，ジュネーブの冬がや

ってきたという感じを深めている昨今です．では又．

番だ．
　　　窯

　　　．竈’

洋書コーナー

　最近，気象学や大気物理学関係の洋書が数多く刊行さ

れている．特長としては，本格的なテキストであるも

の，気候及び気候変動に関するもの，境界領域を扱って

テーマ本位にまとめたもの（特に環境問題）が多いこと

である．とてもすべてにわたって読了する余裕も能力も

ないが，丁度，本屋でパラパラとめくって見当をつける

ように，ここにいくつかの洋書を紹介しようと思う．

（筆者がしっかりと読んでいるわけではない点にくれぐ

れも留意してほしい．）

　まずテキストてとしは，Waves　in　the　Atmosphere

（by　E・E・Gossard　and　W．H．Hooke）とStructure　and

Dynamics　of　the　Upper　Atmosphere（ed，by　F．Ver－

niani）がElsevier　Scientific　Publishing　Company　の

DevelopmentsinAtmosphericScienceシリーズで出版さ

れた．いずれもカタ・グ価格約18，000円と高価である．

前者は大気中の波動の中のinfrasound　waveとgravity

waveの生成・伝播の理論を中心としたテキスト，後者

は高層大気の構造と力学を理論と観測の両面から組立て

たもので，17編の寄稿から成り立っており，1971年イタリ

アのエリスで開かれた国際大気物理学校での講義録の主

1975年12月

要部分である．少し旧聞に属するが，オランダのP．Rei－

del　Publishing　Companyから，先にDynamic　Meteo－

rology（ed，by　P．More1）やAtmospheric　Thermodyn．

amics（cy∫・V・Iribame　and　W．L．Godson）が刊行さ

れた．前者はChamey，Lilly等の講義集である．値段

はカタログ価格でそれぞれ約13，000円と約7，500円（布

装）・4，000円（ぺ一パー・バツクス）である．また，最

近同社からAtmospheresofEarth　and　the　Planet（ed，

by　M・McCormac，約18，000円）が刊行されたが，こ

れは1974年ベルギーでの夏季学校でのシンポジウムの

proceedingsである．惑星大気のひとつの集約といえよ
う．

　最近，気候や気候変動に関する書物や報告書が多数出

版されているが，学問的にひとつの筋道を描こうとした

のが，The　Physical　Basis　of　Climate　and　Climate

Modelling（GARP　Publicatims　Series　No．16；The

Joint　GARP　Organizing　committee編，約4，500円

WMO）で，問題の整理に役立つと思う．既に浅井冨雄

氏が「科学」　（45巻1号，25－32頁，岩波）で，すく・れ

た紹介をしておられる．併せて読まれることをおすすめ

する．これとほぼ併行して，アメリカ国内のGARP委

員会がやはり同趣旨の下にUnderstandingClimatic

Change：A　Program　for　Action（National　Academy

of　Sciences発行）をまとめていて面白い．そのほか

WMOからはPhysical　and　Dynamic　Climatology：

　　　　　　　　　　　　　　　　（35ぺ一ジヘ続く）
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